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介
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輝
城
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ー
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で
は
患
者
さ
ん
の

立
場
に
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て
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内
処
方
を
行
っ
て
い
ま
す
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期
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中
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援
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ム
に
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大
動
脈
解
離
は
、
最
近
増

加
傾
向
（
年
間
発
症
数
十
万

人
あ
た
り
三
人
か
ら
十
人
）

に
あ
り
、
注
目
さ
れ
て
い
る

疾
患
で
す
。
突
然
、
内
膜
の

亀
裂
が
大
動
脈
に
生
じ
、
本

来
の
腔
で
あ
る
真
腔
と
別
に

解
離
腔
が
で
き
ま
す(

図
１)

。

そ
の
合
併
症
は
、
解
離
腔
か

ら
の
破
裂
が
致
命
的
で
す
。

ま
た
解
離
腔
が
拡
大
す
る
と

真
腔
が
圧
迫
さ
れ
る
た
め
、

大
動
脈
か
ら
分
岐
す
る
血
管

が
巻
き
込
ま
れ
さ
ま
ざ
ま
な

臓
器
障
害
を
呈
し
ま
す
。
心

臓
の
基
部
ま
で
解
離
が
広
が

身近な病の話

突
然
発
症
す
る
大
動
脈
解
離

図1：大動脈解離

ぎ
く
う

解
離
腔
（
偽
腔
）

外
膜

内
膜

中
膜

※
解
離
で
で
き
た
血
の
通
り
道

真腔
※本来の血の通り道

る
と
、
大
動
脈
弁
閉
鎖
不
全

症
や
心
筋
梗
塞
、
頚
部
分
岐

ま
で
進
展
す
る
と
脳
虚
血
症

状
（
一
過
性
脳
虚
血
発
作
か

ら
脳
梗
塞
）
、
肋
間
動
脈
閉

塞
に
よ
る
対
麻
痺
、
腹
腔
動

脈
閉
塞
に
よ
る
消
化
管
出
血
、

腎
動
脈
閉
塞
に
よ
る
急
性
腎

不
全
、
上
腸
間
膜
動
脈
閉
塞

に
よ
る
腸
管
壊
死
、
下
肢
動

脈
閉
塞
に
よ
る
下
肢
虚
血
な

ど
が
み
ら
れ
ま
す
。

上
行
大
動
脈
が
解
離
し
た

場
合
は
強
い
前
胸
部
痛
が
、

胸
部
下
行
大
動
脈
が
解
離
し

た
場
合
は
持
続
す
る
背
部
痛

や
腰
痛
が
見
ら
れ
、
疼
痛
部

位
が
解
離
の
進
展
に
よ
り
移

動
す
る
こ
と
が
特
徴
的
で
す
。

解
離
の
範
囲
や
亀
裂
の
部
位

に
よ
るD

e
B
a
k
e
y

分
類
（
Ⅰ

型
、
Ⅱ
型
、
Ⅲ
型
）
とStan

ford

分
類
（
Ａ
型
、
Ｂ
型
）

（
図
２
）
が
一
般
的
に
用
い

ら
れ
、
外
科
治
療
の
適
応
や

予
後
の
予
測
に
役
立
ち
ま
す
。

緊
急
入
院
後
、
診
断
が
つ

き
次
第
、
直
ち
に
降
圧
療
法

や
疼
痛
療
法
を
開
始
し
ま
す
。

D
e
B
a
k
e
y

Ⅰ
型
やStanford

Ａ
型
の
多
く
は
、
緊
急
手
術

（
人
工
血
管
置
換
術
）
の
適

応
に
な
り
ま
す
（
図
３
）
。

D
e
B
a
k
e
y

Ⅲ
型
やSt

anf
ord

Ｂ
型
の
多
く
は
、
降
圧
療
法

な
ど
の
保
存
的
療
法
が
第
一

選
択
で
す
。
し
か
し
疼
痛
が

持
続
、
降
圧
療
法
が
困
難
、

腸
管
が
壊
死
し
腹
痛
が
持
続

す
る
な
ど
の
臓
器
の
虚
血
症

状
が
持
続
す
る
場
合
は
、
緊

急
手
術
（
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
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ト
内
挿
術
）
の
適
応
と
な
り

ま
す
（
図
４
）
。
こ
の
疾
患

の
原
因
と
し
て
は
、
マ
ル
フ

ァ
ン
症
候
群
な
ど
の
先
天
代

謝
異
常
を
除
く
と
ほ
と
ん
ど

が
動
脈
硬
化
症
と
高
血
圧
症

で
す
。
動
脈
硬
化
症
は
全
身

病
で
あ
り
、
糖
尿
病
や
脂
質

異
常
症
の
管
理
の
徹
底
は
も

と
よ
り
、
禁
煙
や
運
動
な
ど

の
生
活
習
慣
の
改
善
が
非
常

に
大
切
で
す
。

図３：人工血管置換術図４：ステントグラフト内挿術

ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト

上
行
大
動
脈

下
行
大
動
脈

解
離
の
範
囲

内
膜
の
亀
裂

DeBakey分類 Ⅰ型 DeBakey分類 Ⅱ型 DeBakey分類 Ⅲ型

下行大動脈に入口部があり

腹部大動脈に解離が及んでいない
上行大動脈のみ解離している

上行大動脈に入口部があり

腹部大動脈まで解離が及んでいる

Stanford分類 Ａ型 Stanford分類 Ｂ型

上行大動脈に解離があるもの 上行大動脈に解離がないもの

日本心臓血管外科学会 心臓血管外科専門医

日本循環器学会 循環器専門医

日本血管外科学会 心臓血管外科専門医

日本脈管学会専門医

腹部・胸部ステントグラフト指導医

下肢静脈瘤に対する血管内焼灼術指導医

脳梗塞rt-PA 適正使用講習会受講医

医学博士

森下 篤 医師

社会医療法人輝城会

副理事長

沼田脳神経外科循環器科病院

心臓血管外科部長

◆ 認定資格 ◆

腹
部
大
動
脈

図２：DeBakey分類（偽腔の血流による分類）とStanford分類（解離の範囲による分類）
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本
年
、
一
月
五
日
よ
り
、
沼

田
脳
神
経
外
科
循
環
器
科
病
院

で
は
、
入
院
部
門
と
退
院
部
門

を
一
体
化
（
相
談
窓
口
の
一
体

化
）
し
、
手
厚
い
支
援
を
行
っ

て
い
く
目
的
で
、
地
域
連
携
課

と
入
退
院
支
援
部
門
の
両
機
能

を
統
合
し
た
「
医
療
・
介
護
総

合
支
援
セ
ン
タ
ー
」
（
以
下
、

セ
ン
タ
ー
）
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。以

前
よ
り
、
当
院
で
は
患
者

サ
ポ
ー
ト
体
制
充
実
加
算
を
厚

生
局
に
届
出
し
て
お
り
、
医
療

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が

各
種
相
談
の
対
応
を
し
て
い
ま

す
。施

設
基
準
は
以
下
の
通
り
で

す
（
一
部
抜
粋
）
。

（
一
）
当
該
保
険
医
療
機
関
内

に
患
者
ま
た
は
そ
の
家
族
（
以

下
「
患
者
等
」
と
い
う
。
）
か

ら
疾
病
に
関
す
る
医
学
的
な
質

問
並
び
に
生
活
上
及
び
入
院
上

の
不
安
等
、
様
々
な
相
談
に
対

応
す
る
窓
口
を
設
置
し
て
い
る

こ
と
。

（
二
）(
一)

に
お
け
る
当
該
窓

口
は
専
任
の
医
師
、
看
護
師
、

薬
剤
師
、
社
会
福
祉
士
又
は
そ

の
他
医
療
有
資
格
者
等
が
当
該

保
険
医
療
機
関
の
標
榜
時
間
内

に
お
い
て
常
時
一
名
以
上
配
置

さ
れ
て
お
り
、
患
者
等
か
ら
の

相
談
に
対
し
て
相
談
内
容
に
応

じ
た
適
切
な
職
種
が
対
応
で
き

る
体
制
を
と
っ
て
い
る
必
要
が

あ
る
。

セ
ン
タ
ー
設
立
に
際
し
て
は
、

セ
ン
タ
ー
長
に
眞
下
副
院
長
を

迎
え
各
専
門
職
〔
医
療
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
三
名
、
退
院
支

施設紹介

「
医
療
・
介
護
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
」

設
立
の
お
知
ら
せ

援
看
護
師
一
名
、
事
務
員
（
医

療
対
話
推
進
者
）
一
名
、
そ
の

他
に
兼
任
職
員
と
し
て
、
外
来

・
病
棟
等
の
看
護
師
・
医
療
秘

書
・
診
療
情
報
管
理
士
・
リ
ハ

ビ
リ
・
薬
剤
師
・
管
理
栄
養
士

等
〕
を
配
置
し
て
様
々
な
相
談

に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
前
方
支
援
】

こ
こ
で
、
セ
ン
タ
ー
の
主
な
業

務
内
容
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
の
業
務
は
大
き
く
分

け
て
前
方
支
援
と
後
方
支
援
の

二
つ
が
あ
り
ま
す
。

医
療
サ
ー
ビ
ス
（
受
診
や
入

院
等
）
を
円
滑
に
提
供
で
き
る

よ
う
、
患
者
さ
ん
や
地
域
の
医

療
機
関
等
と
当
院
を
密
接
に
繋

ぐ
架
け
橋
と
な
る
の
が
「
前
方

支
援
」
で
す
。
患
者
さ
ん
や
ご

家
族
か
ら
の
受
診
・
入
院
に
関

す
る
相
談
、
紹
介
患
者
の
受
診

予
約
や
検
査
・
診
療
に
関
す
る

相
談
窓
口
で
す
。
ま
た
、
紹
介

医
に
対
し
て
検
査
結
果
及
び
受

診
の
報
告
を
行
い
、
地
域
の
医

療
機
関
と
連
携
を
図
っ
て
い
ま

す
。
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そ
の
他
、
「
患
者
サ
ポ
ー
ト

相
談
窓
口
」
を
設
置
し
て
お
り
、

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

（
Ｍ
Ｓ
Ｗ
）
な
ど
の
専
門
職
が

下
記
の
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

相
談
内
容
に
よ

っ
て
院
内
の
他

職
種
と
も
連
携

し
、
問
題
解
決

に
向
け
た
お
手

伝
い
を
い
た
し

ま
す
。

【
後
方
支
援
】

セ
ン
タ
ー
で
は
、
患
者
さ
ん

・
ご
家
族
の
視
点
に
立
っ
て
、

相
談
者
の
不
安
の
解
消
の
取
り

組
み
や
療
養
・
生
活
支
援
等
の

支
援
を
行
い
ま
す
。
今
後
も
赤

尾
院
長
並
び
に
セ
ン
タ
ー
長
の

眞
下
副
院
長

を
中
心
に
、

多
職
種
に
よ

る
患
者
さ
ん

・
ご
家
族
の

支
援
や
関
係

職
と
の
連
携

の
強
化
に
取

り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

当
院
か
ら
退
院
さ
れ
る
患
者

さ
ん
に
対
す
る
支
援
が
「
後
方

支
援
」
で
す
。
地
域
の
医
療
機

関
・
介
護
施
設
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
と
連
携
し
、
退
院
後
の
暮

ら
し
の
相
談
や
サ
ポ
ー
ト
を
行

い
ま
す
。
医
療
制
度
だ
け
で
な

く
介
護
保
険
や
福
祉
制
度
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
う
こ
と
も
あ
り
、

医
療
か
ら
介
護
に
か
け
て
の
幅

広
い
知
識
が
必
要
な
業
務
で
す
。

そ
の
た
め
、
医
療
機
関
だ
け
で

な
く
、
介
護
施
設
や
行
政
・
福

祉
施
設
な
ど
の
様
々
な
分
野
で

連
携
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・診療所

・病院

・介護施設

・その他

前
方
支
援

・ソーシャルワーカー

・事務員

患者サポート

部門

・外来・検査予約

・患者サポート相談窓口

（緊急受診・入院相談・

各種相談）

・紹介・逆紹介の統計業務等

・広報誌「地域連携だより」

の発行

・地域連携会議等の開催業務

など

入退院支援

・退院調整（転院・在宅）

・各種相談

（経済面・心理面・社会面）

・介護保険申請援助

・訪問看護ステーション等

との看看連携

・その他

院
内
連
携

・自宅

・病院

・介護施設

・その他

後
方
支
援

【相談内容】

●退院後の生活や介護について

●転院や施設入所に関すること

●入院中の療養生活に関すること

●福祉制度やその手続きについて

など

部門

・ソーシャルワーカー

・看護師
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輝
城
会
グ
ル
ー
プ
で
は

病
院
で
診
察
を
受
け
た
後
の
薬

の
受
け
取
り
方
と
し
て
、
診
察
を

受
け
た
医
療
機
関
の
薬
局
で
薬
を

処
方
し
て
も
ら
う
「
院
内
処
方
」

と
、
院
外
の
調
剤
薬
局
で
薬
を
処

方
し
て
も
ら
う
「
院
外
処
方
」
の

２
つ
が
あ
り
ま
す
。
当
グ
ル
ー
プ

の
医
療
機
関
（
沼
田
脳
神
経
外
科

循
環
器
科
病
院
・
沼
田
ク
リ
ニ
ッ

ク
・
吾
妻
脳
神
経
外
科
循
環
器
科
）

で
は
、
開
院
時
か
ら
今
日
ま
で
、

「
少
し
で
も
患
者
さ
ん
の
負
担
を

減
ら
し
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、

患
者
さ
ん
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
の

多
い
院
内
処
方
を
継
続
し
て
お
り

ま
す
。

体
調
の
す
ぐ
れ
な
い
方
、
小
さ

な
お
子
さ
ん
が
い
る
親
御
さ
ん
に

と
っ
て
は
、
病
院
を
出
て
薬
局
ま

で
移
動
す
る
の
は
大
変
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
院
内
処
方
の
場
合
、

院
内
処
方
を
行
っ
て
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
の
立
場
に
立
っ
て

薬
局
に
行
く
手
間
が
省
け
、
会
計

も
一
度
で
済
ま
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
調
剤
薬
局
へ
の
手
数

料
等
の
負
担
が
な
い
た
め
、
患
者

さ
ん
の
自
己
負
担
額
を
抑
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

一
方
で
調
剤
時
間
が
か
か
る
と

い
う
欠
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
特

に
分
包
（
服
用
時
期
が
同
じ
薬
や

１
回
に
何
種
類
か
の
錠
剤
を
服
用

す
る
場
合
に
そ
れ
ら
を
ま
と
め
て

１
袋
に
す
る
こ
と
）
の
方
は
お
時

間
を
頂
戴
し
て
お
り
ま
す
。
当
グ

ル
ー
プ
で
は
対
策
と
し
て
、
分
包

せ
ず
に
シ
ー
ト
状
（
ア
ル
ミ
か
ら

押
し
出
す
方
法
）
で
お
薬
を
お
渡

し
す
る
方
法
も
採
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
医
療
費
の
支
払
い
や
薬
の

受
け
取
り
を
後
日
に
し
て
待
ち
時

間
を
減
ら
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

沼
田
脳
神
経
外
科
循
環
器
科
病
院

と
沼
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
お
薬

の
配
送
を
承
っ
て
お
り
ま
す
。

他
に
も
、
複
数
医
療
機
関
を
受

診
す
る
方
の
場
合
、
正
確
な
服
薬

情
報
の
把
握
が
難
し
い
と
い
っ
た

点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
お
薬
手

帳
を
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

医
師
や
薬
剤
師
が
薬
の
重
複
や
飲

み
合
わ
せ
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
院
内
処
方
に
も
一

長
一
短
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら

も
当
グ
ル
ー
プ
で
は
患
者
さ
ん
に

と
っ
て
経
済
性
と
利
便
性
の
高
い

院
内
処
方
を
継
続
し
て
参
り
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

院内処方のお話

分包

シート状

・調剤薬局への手数料等がないため安価に薬を提供できる

・飲み合わせや残薬の調整等、処方医師にすぐに確認ができる

・薬局に行く手間が省け、会計も一度で済む

・医師が使い慣れている薬を提供できる

・薬剤師以外でも薬への知識・理解が深まるため相談しやすい

当グループが院内処方をおすすめする理由
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吾
妻
脳
神
経
外
科
循
環
器
科
で
は
、

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
に
群
馬
県

か
ら
指
定
を
受
け
、
群
馬
県
認
知
症

疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
（
連
携
型
、
旧

称
は
診
療
所
型
）
を
開
設
し
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
の
事
業
内
容
は
多
岐
に

わ
た
り
ま
す
が
、
事
業
の
一
環
と
し

て
普
及
啓
発
活
動
を
行
っ
て
お
り
、

認
知
症
に
携
わ
る
医
療
関
係
者
の
み

な
ら
ず
地
域
の
皆
様
に
も
認
知
症
の

こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

住
民
公
開
講
座
を
毎
年
開
催
し
て
お

り
ま
す
。
第
七
回
目
と
な
る
今
回
は
、

令
和
五
年
三
月
二
十
六
日
（
日
）
に

開
催
し
ま
し
た
が
、
今
回
も
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
観
点
か

ら
Ｗ
Ｅ
Ｂ
配
信
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
久
保
田
院
長

の
挨
拶
、
吾
妻
郡
医
師
会
長
の
布
施

正
博
先
生
に
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た

の
ち
、
私
、
セ
ン
タ
ー
事
務
局
の
竹

之
内
よ
り
『
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン

タ
ー
活
動
報
告
』
と
題
し
、
吾
妻
脳

住
民
公
開
講
座
の
ご
報
告

吾
妻
脳
神
経
外
科
循
環
器
科
・
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

神
経
外
科
循
環
器
科
及
び
認
知
症
疾

患
医
療
セ
ン
タ
ー
の
概
要
や
活
動
実

績
な
ど
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま

し
た
。
続
い
て
認
知
症
疾
患
医
療
セ

ン
タ
ー
長
で
あ
る
久
保
田
院
長
が
、

『
ど
う
す
る
認
知
症
』
と
題
し
、
講

演
を
行
い
ま
し
た
。
加
齢
に
伴
う
物

忘
れ
と
認
知
症
の
違
い
、
認
知
症
の

症
状
や
予
防
方
法
な
ど
に
つ
い
て
分

か
り
や
す
く
説
明
し
ま
し
た
。
な
お
、

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
ご
満
足
い
た
だ
い

た
旨
の
回
答
が
多
く
、
「
と
て
も
た

め
に
な
り
ま
し
た
。
」
「
今
後
も
ど

ん
ど
ん
活
動
を
し
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
。
」
な
ど
、
沢
山
の
お
褒
め
の

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
一
日
で
も

早
く
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、
ま
た

対
面
で
開
催
で
き
る
日
が
来
る
こ
と

を
切
に
願
う
ば
か
り
で
す
。

吾
妻
脳
神
経
外
科
循
環
器
科

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

事
務
局

竹
之
内

優

認知症疾患医療センター

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
に
つ
い
て

「
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」

は
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
本
人
の
意

思
が
尊
重
さ
れ
、
で
き
る
限
り
住
み

慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め

に
複
数
の
専
門
職
が
認
知
症
の
疑
わ

れ
る
方
や
認
知
症
の
方
及
び
そ
の
家

族
を
訪
問
し
、
初
期
支
援
を
包
括
的

・
集
中
的
に
行
い
、
自
立
し
た
生
活

の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
チ
ー
ム
と
な
っ

て
い
ま
す
。

吾
妻
郡
で
は
当
院
が
全
町
村
か
ら

の
委
託
で
平
成
二
十
九
年
四
月
よ
り

「
認
知
症
初
期
集
中
支
援
推
進
事
業
」

の
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

当
院
で
は
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
を

は
じ
め
看
護
師
等
が
チ
ー
ム
員
と
な

っ
て
お
り
、
家
族
や
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
等
か
ら
の
訴
え
を
受
け
て

対
象
者
の
お
住
ま
い
を
訪
問
し
、
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
支
援
内
容
は

認
知
症
の
評
価
、
適
切
な
医
療
機
関

へ
の
受
診
勧
奨
、
適
切
な
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
案
内
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
支

援
方
針
は
チ
ー
ム
員
会
議
で
検
討
を

行
い
ま
す
。
な
お
、
対
象
者
は
四
十

歳
以
上
、
在
宅
で
生
活
し
て
お
り
、

か
つ
認
知
症
が
疑
わ
れ
る
方
ま
た
は

認
知
症
の
方
が
前
提
と
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
そ
の
中
で
、
認
知
症
疾
患
の

臨
床
診
断
を
受
け
て
い
な
い
方
、
適

切
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
結
び
付
い
て

い
な
い
方
等
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
介
入
期
間
は
最
長
で
概
ね

六
カ
月
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
継

続
し
た
医
療
サ
ー
ビ
ス
や
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
に
繋
げ
る
こ
と
が
大
き

な
役
割
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
後

の
サ
ポ
ー
ト
を
継
続
し
て
行
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
の
各

関
係
機
関
へ
情
報
提
供
や
引
き
継
ぎ

を
行
い
ま
す
。

当
チ
ー
ム
の
活
動
実
績
は
ま
だ
ま

だ
少
な
く
、
チ
ー
ム
が
能
動
的
か
つ

効
率
的
に
活
動
す
る
た
め
、
よ
り
有

効
な
手
法
を
検
討
・
検
証
し
事
業
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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社
会
福
祉
法
人

な
ご
み
の
杜

沼田脳神経外科循環器科病院
〒378-0014 沼田市栄町8

ＴＥＬ ０２７８-２２-５０５２

(ドック直通)０１２０-４０-２２８８

沼田クリニック
〒378-0014 沼田市栄町61-3

ＴＥＬ ０２７８-２２-１１８８

沼田クリニック 歯科
〒378-0014 沼田市栄町61-3

ＴＥＬ ０２７８-３０-３００３

訪問看護ステーションまつかぜ
〒379-1203 利根郡昭和村大字糸井1223

ＴＥＬ ０２７８-２２-６１５３

(居宅直通)０２７８-２５-４４０１

ぬまたとね総合在宅ケアセンター
〒378-0015 沼田市戸鹿野町238-1

ＴＥＬ ０２７８-２３-２５２６

ホームケアまつかぜ
〒379-1203 利根郡昭和村大字糸井1223

ＴＥＬ ０２７８-２０-１１８５

グループホーム沼田公園前
〒378-0042 沼田市西倉内町658

ＴＥＬ ０２７８-３０-２２０１

輝城会重度介護支援センター
〒378-0053 沼田市東原新町1442-7

ＴＥＬ ０２７８-２２-１０４０

吾妻脳神経外科循環器科
〒377-0801 吾妻郡東吾妻町大字原町760-1

ＴＥＬ ０２７９-６８-５２１１

城西クリニック
〒371-0033 前橋市国領町二丁目13-23

ＴＥＬ ０２７-２３４-７３２１

あがつま在宅ケアセンター
〒377-0801 吾妻郡東吾妻町大字原町705-1

ＴＥＬ ０２７９-６８-５４８８

(訪問介護直通)０２７９-２５-８１３１

みんなの家なかんじょ
〒377-0424 吾妻郡中之条町大字中之条町967

ＴＥＬ ０２７９-７５-４１６５

なかんじょ在宅ケアセンター
〒377-0424 吾妻郡中之条町大字中之条町1869-5

ＴＥＬ ０２７９-７５-２８００

かがやき訪問看護ステーション
〒377-0801 吾妻郡東吾妻町大字原町5278

ＴＥＬ ０２７９-２５-８１１０

かがやき在宅ケアセンター
〒377-0801 吾妻郡東吾妻町大字原町705-1

ＴＥＬ ０２７９-２６-２６８０

かがやき訪問看護ステーション渋川
〒377-0008 渋川市渋川1192-1 上毛ビル2F

ＴＥＬ ０２７９-２６-７２６８

かがやき訪問看護ステーション前橋
〒371-0034 前橋市昭和町三丁目6-15

ＴＥＬ ０２７-２８８-０５７３

社
会
医
療
法
人

輝
城
会

特別養護老人ホーム菜の花館
〒379-1203 利根郡昭和村大字糸井1757-311

ＴＥＬ ０２７８-３０-３３３１

菜の花館園原
〒378-0324 沼田市利根町園原870

ＴＥＬ ０２７８-５６-９２００

みんなんち園原
〒378-0324 沼田市利根町園原871

ＴＥＬ ０２７８-５６-９２１０

菜の花館本町通り
〒378-0047 沼田市上之町1149

ＴＥＬ ０２７８-２２-５５５１

ナーシングケア本町通り

なのはな訪問看護ステーション
〒378-0047 沼田市上之町1149

ＴＥＬ ０２７８-２２-３３５５
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提供元：クロスワード.jp 改

ズパド-ワスク ルロ

タテのカギ ヨコのカギ

タテ、ヨコのカギをヒントに解きます。

二重線で囲まれたａ～ｃ文字を並べ変えてできる
言葉が答えです。

ウドシ

前回の

クロスワードパズル

答え

２ 牛・羊などを飼育し、乳を生産した
り乳製品を製造する農業。

３ 体が大きく力の強い動物。古くから
家畜として飼われている。

４ 日本語を書き表すために漢字をもと
にして日本で考え出された音節文字。

５ カード状の板、または紙に人名を表
示したもの。

６ 学問（その道）に広く通じた人。

８ 人や車が往来する所。通路、道路。

１ 海水魚。水深１０～２００ｍの砂
地。旬は本州などでは秋から冬。
北海道では春、初夏まで美味。

４ お茶うけやおやつなどにする間食
用の食べ物。飴玉。饅頭。ケーキ
など。

５ 春が見ごろを迎えるアブラナの花。

７ 岩石が長い間空気にさらされてく
ずれ、土になる現象。

９ 備え付けること。機関や施設など
をつくること。

答
え

a b c

医療施設 介護施設

2
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1

b

3
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